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５月９日の母の日にちなみ、大好きなお母さんへ感謝の気持ちを込めて、各学年プレゼントを

作りました。どんな色が好きかなど、喜んでもらう為に一生懸命考えていた子ども達でした。

いつ渡すのかを先生に聞いた後には、どこへ隠そうか、どのように渡そうかとワクワクしてい

る姿が見られました。各学年ごとの製作の様子について紹介させて頂きます。 

 

 

幼稚園で初めて絵の具を使って行った製作は、母の日の 
プレゼントでした。子ども達に、お母さんはいつもどのような 
ことをしてくれているか尋ねると、「おいしいご飯を作って 

くれる！！」「いつもとーっても優しくしてくれるの！！」と、 
それぞれのお母様への想いを教えてくれました。お母様の好きな 
色のビーズを選び、「喜んでくれるかな～」とつぶやきながら作る 

姿は、とても微笑ましかった事です。持ち帰る日には、「あと２回 
寝てからだよね！？」と、何度も確認し、渡す日を心待ちにして 
いる子ども達でした。 

 

 

幼稚園から帰ってくるなり、「じゃ～ん！！見て見て！！ママにだよ。きれいでしょ～」と、嬉

しそうにビーズがいっぱいついた可愛い粘土の手紙置きを披露してくれました。『作ったの嬉し

かったんだろうな～』と思っていると、「そうだ！これはね、隠さないといけないんだよ。先生

が隠してくださいね～って言ったから。」と隠す場所を探しはじめました（笑） 

『母の日まで内緒にしておく』のではなく、『隠した場所を内緒にして、ママが見つける』にな

っており、面白くて「ふふっ」と微笑んでいました。なんだか宝さがしみたいになってしまった

母の日のプレゼントでした。 

 

 

 

 

 

 

～年少組『メモスタンド』～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜お母さまからのお手紙より＞ 

 

   



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
母の日のプレゼントを持ち帰ってきた金曜日は「見たらダメよ！ 
2 回寝たら、いつもありがとう！って渡すから！」(←すでに 
ばらしてますが笑)と言っていました。そして、翌日「あと１回 
寝たらや‼」と話し、当日日曜日の朝、渡してくれる気配はなく、 
すっかり本人は忘れている様子。「２回寝たら、何かあるんじゃ 
なかったっけ？」と見かねて言ってみると、「ん？」と完全に“？” 
状態（笑）「金曜日に何か言ってなかった？」と聞いてみると 
「あ！！」と思い出したようで、「そうだったぁ♪そうだったぁ♪絶対見ないでよ！！」と手提げ

を置いている場所へ行き、ガサゴソとかばんから取り出し、背中側に隠しながら、登場！ニコ

ニコ笑顔で、少し照れながら「ハイ！」と手渡してくれました。その後、「いつもありがとう♡」
と言いながら、ギューと抱きついてきてくれたので、「上手に作ってくれてるね！！うれしいよ

♪ありがとう」と伝えると「うん♪♪」と満面の笑みで返してくれました。 
 
 
お母さんへのプレゼントとして、指輪と指輪を入れる箱を作りま 
した。「お母さんは赤色がすきなんだ～！」「この色を沢山入れて 
おこうかな」など、喜ぶ顔を思い浮かべながらビーズを通し、指輪 
を完成させていました。折り紙で作った箱にハートを付けたり、 
仕上げでメッセージカードを書いたりしている際も、「早くプレゼ 
ントしたいね！」と話しており、ワクワクしている姿がとても可 
愛らしかったです。当日まで隠しておくことを伝えると、「リュッ 
クの中も見られないようにしないと」など最後まで友達と話し 
合っていたことです。 
 

～年長組『指輪作り』～ 

 

～年中組『レターラック』～ 

 

＜お母さまからのハーモニーの返事より＞ 

 

 

 

 

 

＜お母さまからのハーモニーの返事より＞ 

 
先日、母の日のプレゼントですが、日曜日まで秘密だからと一人で 
隠し通し、前日の夜も「明日はいよいよ母の日だね 」とワクワクしながらとても楽しみにして

いる様子でした。朝起きるとすぐに渡してくれて、「ママの好きな色ばっかりで作ったんだよ」

と話してくれました。早く渡したいのを我慢できたり、ビーズの細かい作業や折り紙の箱など、

丁寧に出来ていて、色んな所にまた成長を感じました。とても嬉しい母の日になりました。 

母の日はどんな日かな？と話すと、はじめは頭にハテナマーク 

が浮かんでいた子ども達でしたが、「ありがとう」の気持ちを 

込めてプレゼントを作ろうと話すと作る姿は真剣そのもので、 

とても集中して活動していました。「お母さんは可愛い顔なん 

だよ～」と誇らしげに話す子ども達を見て、こちらまで心が温 

まりました。飾りつけも好きな形、好きな色を選んで工夫しな 

がら作り上げることが出来ていました。 

 

 


